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Ｑ 人材バンクの創設について

Ａ 町が実施する

事業ではないと考えます

熊
木
議
員

　

近
年
、
高
齢
者
事
業
団
で
求

人
を
し
て
も
、
希
望
す
る
人
が

少
な
く
苦
慮
し
て
い
る
現
状
で

す
が
、
冬
季
間
の
除
雪
サ
ー
ビ

ス
事
業
な
ど
で
働
け
る
方
を
よ

り
多
く
募
る
こ
と
が
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業

内
容
の
詳
細
を
分
か
り
や
す
く

具
体
的
に
示
す
こ
と
で
、
短
時

間
の
作
業
や
仕
事
の
内
容
に
よ

り
募
集
に
応
じ
る
方
が
増
え
る

取
り
組
み
と
し
て
、
人
材
バ
ン

ク
事
業
の
創
設
を
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
居
住
さ
れ
て

い
る
方
で
、
専
門
的
な
知
識
、

技
能
、
資
格
を
お
持
ち
の
方
々

に
、
町
内
で
実
施
さ
れ
る
事
業

や
生
涯
学
習
の
場
に
登
録
し
て

い
た
だ
き
、
活
躍
す
る
機
会
を

生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
が
考
え

を
伺
う
。

町
　
長

　

高
齢
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
等
で

働
け
る
方
の
募
集
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
事
業
団
で
必
要
な

人
材
を
募
る
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
が
、
町
と
し
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
に
募
集
内
容

な
ど
の
情
報
発
信
を
行
い
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

　

専
門
的
な
知
識
、
技
能
等
を

お
持
ち
の
方
の
活
躍
す
る
機
会

に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
の
場

に
お
け
る
「
生
涯
学
習
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
は
じ
め
、
高
齢
者
事

業
団
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場
で
、
幅

広
く
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

人
材
バ
ン
ク
は
、
民
間
企
業

が
有
償
で
職
業
を
紹
介
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
町
が
実
施
す
る
事

業
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

熊
木
議
員

　

人
材
確
保
の
た
め
に
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
募
集
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

　

生
涯
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

の
中
で
、
さ
ら
に
人
材
を
発
掘

し
て
学
び
あ
え
る
環
境
づ
く
り

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
、
ま
ち
の

活
性
化
に
大
き
な
役
割
を
発
揮

す
る
の
で
は
な
い
か
。
趣
味
や

特
技
を
生
か
し
、
楽
し
み
な
が

ら
教
え
た
り
教
え
ら
れ
た
り
す

る
関
係
づ
く
り
や
、
町
民
か
ら

の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
活
動
を

豊
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
な
の

で
は
。

町
　
長

　

人
材
募
集
に
つ
い
て
は
、
広

報
等
を
通
じ
て
事
業
、
仕
事
の

紹
介
を
詳
し
く
掲
載
し
会
員
増

に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

生
涯
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
町
民
の
皆

様
に
お
知
ら
せ
し
、
広
く
啓
発

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

一般質問

熊木惠子 議員

６
月
定
例
会

６
月
定
例
会

一
般
質
問
に
４
人
が
登
壇

一
般
質
問
に
４
人
が
登
壇

議
員
本
人
が
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

議
員
本
人
が
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

草刈り作業の様子（高齢者事業団）草刈り作業の様子（高齢者事業団）

あそびの達人教室でのあそびの達人教室での
生涯学習サポーターの活動生涯学習サポーターの活動

録画映像
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Ｑ 自転車の交通安全対策について

Ａ 交通ルールの徹底と
意識付けを行うことを優先します

佐
藤
議
員

　

本
町
で
は
近
年
の
住
宅
建
設

の
増
加
で
町
内
の
子
ど
も
の
数

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
住
宅
団

地
内
で
は
自
転
車
の
利
用
が
多

く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま

た
車
の
往
来
も
以
前
よ
り
増
加

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
未
就
学

児
や
小
学
校
低
学
年
の
児
童
が

多
い
美
園
町
内
会
や
東
町
町
内

会
で
は
、
一
時
停
止
や
安
全
標

記
の
設
置
が
必
要
な
箇
所
も
見

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
は
れ
っ
ぱ

の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
町
外
か

ら
の
車
の
増
加
や
、
大
型
車
両

が
往
来
す
る
道
路
の
付
近
で

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
転
車

走
行
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意

識
啓
発
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
改
正
道

路
交
通
法
の
施
行
に
よ
り
自
転

車
利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

が
努
力
義
務
化
さ
れ
、
全
て
の

自
転
車
利
用
者
が
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
本
町
で
も
車
を
手
放

し
、
病
院
や
買
い
物
に
自
転
車

を
利
用
す
る
方
が
多
く
い
ま
す

が
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
率
は

ま
だ
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
転

車
事
故
の
致
死
率
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
で
４
分
の
１
に
抑
え
ら

れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
次
の
２
点
に
つ
い
て
伺

う
。

一般質問

佐藤妙子 議員

①
町
民
の
命
を
守
る
た
め
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
が
重
要
と
考
え

る
が
、
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
時
の
助
成
制
度
の
考
え

は
。

②
美
園
町
内
会
・
東
町
町
内
会

の
住
宅
団
地
道
路
の
一
時
停
止

や
標
識
の
必
要
な
箇
所
の
再
点

検
の
考
え
は
。

町
　
長

①
自
転
車
走
行
時
に
お
け
る
交

通
安
全
に
つ
い
て
、児
童
生
徒
・

保
護
者
や
自
転
車
利
用
者
の
理

解
が
必
要
で
あ
り
、
小
中
学
校

に
お
け
る
交
通
安
全
教
室
や
各

期
の
交
通
安
全
運
動
な
ど
の
機

会
を
通
じ
、
自
転
車
の
安
全
利

用
な
ど
の
啓
発
を
行
い
、
交
通

ル
ー
ル
の
徹
底
と
意
識
付
け
を

行
う
こ
と
が
優
先
す
べ
き
と
考

え
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
に
お

い
て
、
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
購
入
助
成
を
行
う
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

②
美
園
町
内
会
・
東
町
町
内
会

を
含
め
た
道
路
危
険
箇
所
の
点

検
を
行
い
、
住
宅
団
地
道
路
等

に
お
け
る
危
険
箇
所
に
、
町
独

自
の
停
止
標
識
を
設
置
し
注
意

喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
美
園
町
内
会
・
東
町

町
内
会
に
つ
い
て
は
、
未
就
学

児
や
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も

が
多
い
こ
と
か
ら
、
危
険
箇
所

や
標
識
の
必
要
箇
所
を
再
点
検

し
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
み

ま
す
。

税
令和５年６月１日現在

　南幌町議会議員政治倫理条例により、町

議会議員の税等の納付状況を確認した結果、

すべての議員において未納はありませんで

した。

令和４年度分
町議会議員の税等納付状況

録画映像
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星　真希 議員

Ｑ ホームページの充実と

新たな企業誘致について

Ａ 事業内容等の情報発信を行います

星
議
員

　

現
在
、
南
幌
町
の
情
報
を
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
発
信
し

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
地
元
産

業
の
Ｐ
Ｒ
や
企
業
の
雇
用
情
報

も
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
南
幌

に
は
何
が
あ
っ
て
、
何
が
で
き

る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
現
状
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
内
容
を
も
う
少
し
充

実
さ
せ
、
情
報
を
発
信
し
、
地

域
活
性
化
を
図
る
と
い
う
提
案

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
は
。

　

ま
た
、
南
幌
町
は
将
来
、
道

央
圏
連
絡
道
路
が
全
線
開
通
す

る
こ
と
で
、
南
幌
へ
の
企
業
誘

致
の
幅
が
広
が
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
千
歳
市
に
新
た
に
進
出

さ
れ
る
次
世
代
半
導
体
企
業
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
南
幌
小
学
校

付
近
に
で
き
る
準
工
業
用
地

へ
、
次
世
代
半
導
体
企
業

に
関
連
し
た
企
業
誘
致
活

動
を
す
る
時
と
考
え
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
　
長

　

現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
岩
見
沢
・
江
別
の
求
人

情
報
、
工
業
団
地
に
進
出

し
て
い
る
企
業
名
を
掲
載

し
、
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
現
在
の
産
業

関
連
情
報
に
加
え
、
地
元

企
業
の
求
人
情
報
、
事
業

内
容
な
ど
の
情
報
を
充
実

さ
せ
る
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
、
商

工
会
、
工
業
団
地
企
業
協

議
会
等
と
連
携
し
、
町
内

事
業
者
の
振
興
に
つ
な
が

る
よ
う
情
報
の
発
信
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は

本
年
２
月
28
日
に
ラ
ピ
ダ

ス
株
式
会
社
が
、
最
先
端
次
世

代
半
導
体
工
場
を
千
歳
市
に
建

設
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
現
段
階
で
は
、
関
連
企
業

の
進
出
に
つ
い
て
、
報
道
以
外

の
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

後
に
お
い
て
、
情
報
収
集
に
努

め
、
準
工
業
用
地
へ
の
関
連
企

業
を
含
め
た
企
業
誘
致
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

星
議
員

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
に
つ

い
て
、
地
元
企
業
以
外
に
も
、

生
産
者
、
個
人
事
業
者
な
ど
の

情
報
や
求
人
は
含
ま
れ
な
い
の

か
。

町
　
長

　

今
後
、
雇
用
情
報
に
つ
い
て

は
工
業
団
地
の
み
な
ら
ず
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
企
業
や
事
業

者
な
ど
の
求
人
情
報
の
掲
載
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

加
え
て
、
町
内
の
企
業
や
事

業
所
の
事
業
内
容
、
ま
た
、
産

業
情
報
な
ど
の
内
容
の
充
実
に

努
め
、
結
果
、
求
人
情
報
が
雇

用
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

一般質問

■令和５年第２回定例会

　令和５年度会計補正予算、条例制定など 12 議案

について、議長を除く 10 名の議員が賛成しました。

議員の活動に対して町民の評価が的確になされ

るよう情報の提供に努めるため、議案などに対

する各議員の賛否を公表します。

※議長は採決に加わっていません。

■令和５年第５回臨時会

　令和５年度会計補正予算、契約関係など２議案

について、議長を除く 10 名の議員が賛成しました。

町ホームページ

録画映像

■令和５年第４回臨時会

　専決処分、条例制定、契約関係など 12 議案につ

いて、議長を除く 10 名の議員が賛成しました。
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Ｑ 高齢者が安心して住み続けられる
まちづくりについて

Ａ 高齢者のあいるーと利用料
無料化の考えはありません

湯
本
議
員

　

現
在
、
南
幌
町
は
人
口
が
増

加
し
て
、
若
い
世
代
の
人
口
も

美
園
町
内
会
・
東
町
町
内
会
を

中
心
に
増
え
て
い
ま
す
。一
方
、

14
区
・
15
区
な
ど
で
は
人
口
減

少
と
高
齢
化
が
進
行
し
て
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
も

影
響
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
そ
の
存
続
も
危
惧

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

高
齢
化
問
題
に
行
政
が
ど
れ

だ
け
目
を
向
け
て
、
そ
の
暮
ら

し
を
守
っ
て
い
く
よ
う
な
施
策

を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
、
住
民

の
目
に
見
え
な
け
れ
ば
、
行
政

に
対
す
る
信
頼
感
は
な
か
な
か

生
ま
れ
ま
せ
ん
。

①
こ
の
二
極
化
す
る
現
状
を
町

長
は
ど
う
捉
え
て
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
か
。

町
　
長

①
本
町
の
人
口
は
、
昨
年
増
加

に
転
じ
、
特
に
美
園
町
内
会
・

湯本　要 議員

東
町
町
内
会
に
お
い
て
は
、
多

く
の
子
育
て
世
代
が
転
入
し
て

い
ま
す
。
私
は
二
極
化
と
い
う

捉
え
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
他
の
地
域
は
、
人
口
の
減

少
と
高
齢
化
の
進
行
は
、
こ
れ

か
ら
も
続
く
も
の
と
考
え
る
こ

と
か
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
維
持
さ
れ
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
健

康
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

湯
本
議
員

　

高
齢
者
の
多
く
は
年
金
収
入

を
頼
り
に
生
活
し
て
お
り
、
最

近
の
物
価
高
騰
は
生
活
を
直
撃

し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
運
転

免
許
証
自
主
返
納
も
進
み
あ
い

る
ー
と
は
そ
の
利
便
性
に
つ
い

て
高
く
評
価
さ
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
１
回
３
０
０
円
と
い
う

料
金
体
系
は
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

買
い
物
を
は
じ
め
、
安
心
し

て
地
域
活
動
等
に
参
加
で
き
る

よ
う
、
経
済
的
負
担
を
取
り
除

く
こ
と
は
利
用
者
の
健
康
維
持

の
み
な
ら
ず
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
、
地
元
商
店
街
へ

の
経
済
効
果
の
点
か
ら
も
有
効

と
思
い
ま
す
。

　

行
政
が
そ
の
問
題
意
識
を
捉

え
て
、
こ
の
優
れ
た
シ
ス
テ
ム

を
も
っ
と
利
用
し
や
す
い
よ
う

な
状
況
を
つ
く
り
出
せ
れ
ば
大

き
な
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

②
今
後
、
高
齢
者
に
つ
い
て
は

あ
い
る
ー
と
の
利
用
料
を
無
料

と
す
べ
き
と
考
え
る
が
町
長
の

考
え
は
。

町
　
長

②
本
年
４
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
あ
い
る
ー
と
を

利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
方
で

「
ち
ょ
う
ど
良
い
」
ま
た
は
「
安

い
」
と
回
答
さ
れ
た
方
が
82
％

と
い
う
結
果
か
ら
、
現
行
の
運

賃
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
高
齢
者
の
利
用
料
無
料
化

の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あいるーとあいるーと
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